
 
 
 

 

ものの形に着目して特徴を捉え、形の構成について、考えたり 

分かりやすく説明したりしている。 

 

 
 

★形に慣れ親しむための環境づくり 

休み時間等に自由に使えるパターンブロックを用意し、パズル（型はめ）、

お手本通りに形を作る、好きに遊ばせるという３つの環境を作る。 

★具体物を用いた活動 

具体物を用いて箱を積んだり、面を写し取ったり、立体図形を触ったりする

活動を通して、形の特徴を捉えられるようにする。 

★ワークシートの活用 

キーワードとなる言葉（特徴）をワークシートに書き込むことで、形に 

関わる言葉の定着を図る。 

★日常語による命名 

身の回りにあるものの形を特徴に着目して分類する際、児童が日常で

使う言葉を使って命名することによって、児童が図形をイメージしたり

特徴を捉えたりしやすくなる。 

★グループ構成の工夫 

形クイズをする前に、３人組のグループで形の特徴について振り返ったり

確認したりする活動を取り入れることで、自分の考えをもつことが苦手な 

児童が友達を手本にしながら自分の考えをもてるようにする。

研究主題に迫る手立て 

本単元における「数学的な見方・考え方」を 

働かせている児童の姿 

 

  



 


